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第
６８
回
企
画
展

発
掘
さ
れ
た
近
江
Ⅲ

―
信
長
。光
秀
。秀
吉
・家
康
の
城
―

７
月
２２
日
（土
）
～
９
月
１８
日
（月

・
祝
）

企
画
展
示
室

滋
賀
県
（近
江
国
）
に
は
、
天
下
人
と
な
る
織
田
信
長
、

明
智
（惟
任
）
光
秀
、
羽
喋
釜
豆
臣
）
秀
吉
、
徳
川
家
康
が
自

ら
の
居
城
と
し
て
、
あ
る
い
は
天
下
を
治
め
る
た
め
に
築

か
せ
た
城
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
のヽ
城
は
、
そ
の
後
日
本

各
地
に
築
か
れ
る
城
に
大
き
な
影
響
を
お
よ
ば
し
ま
す
。

本
展
で
は
、
近
江
に
築
か
れ
た
天
下
人
の
城
の
特
徴
や

意
義
を
、
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
資
料
や
パ
ネ
ル
で
紹
介

し
ま
す
。

【主
な
展
示
資
料
】

安
土
城
跡
出
土
資
料

（滋
賀
県
蔵
）

安
土
城
下
町
遺
跡
出
土
資
料

（近
江
八
幡
市
蔵
）

大
清
城
遺
跡
出
土
資
料

全
局
島
市
教
育
委
員
会
蔵
）

坂
本
城
跡
出
土
資
料

（大
津
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
蔵
）

長
浜
町
遺
跡
出
土
資
料

（長
浜
市
蔵
）

八
幡
山
城
遺
跡
出
土
資
料

（近
江
八
幡
市
蔵
）

水
口
岡
山
城
跡
出
土
資
料

（甲
賀
市
教
育
委
員
会
蔵
）

大
津
城
遺
跡
出
土
資
料

（大
津
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
蔵
）

佐
和
山
城
跡
出
土
資
料

（滋
賀
県
蔵
、
彦
根
市
蔵
）

膳
所
城
遺
跡
出
土
資
料

（滋
賀
県
蔵
）

膳
所
城
下
町
遺
跡
出
土
資
料

（滋
賀
県
蔵
）

彦
根
城
跡
出
土
資
料

（彦
根
市
蔵
）

永
原
御
殿
跡
出
土
資
料

（野
洲
市
教
育
委
員
会
蔵
）
な
ど

〈企
画
展
関
連
講
座
〉

７
月
２２
日
（土
）

「信
長
と
安
土
城
」

講
師
　
木
戸
雅
寿
氏

（滋
賀
県
）

７
月
２９
日
（土
）

「秀
吉
と
水
口
岡
山
城
」

講
師
　
小
谷
徳
彦
氏

（甲
賀
市
教
育
委
員
会
歴
史
文
化
財
課
）

９
月
９
日
（土
）

「光
秀
と
坂
本
城
」

講
師
　
西
中
久
典
氏

（大
津
市
市
民
部
文
化
財
保
護
課
）

９
月
１６
日
（土
）

「家
康
と
永
原
御
殿
」

講
師
　
福
永
清
治
氏

（野
洲
市
教
育
委
菌兵
本文
化
財
保
護
課
）

〈本　
　
場
　
当
館
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

定
　
　
口員
　
１
０
０
名

（往
復
は
が
き
に
よ
る
事
前
申
込
）

参

加

費
　
３
０
０
円

＊
事
情
に
よ
り
行
事
内
容
や
日
時
が
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

最
新
の
情
報
は
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ひ
確
認
下
さ
い
。

△  △
A A

場 期

長浜町遺跡 青花、土師器皿の出土状況

(長浜市提供)

■

膳所城 出土陶磁器 (滋賀県蔵)

安土城 飾金具 (滋賀県蔵)

安土城 金箔軒丸瓦 (滋賀県蔵)  水口岡山城 揚羽蝶文鬼寛
"(甲

賀市教育委員会蔵)

坂本城 軒丸瓦、軒平瓦

(大津市埋蔵文化財調査センター蔵)

八幡山城 金箔軒丸瓦、金箔軒平瓦

(近江八幡市蔵)

永原御殿跡 (野洲市教育委員会提供)



収
蔵
資
料
紹
介

横
矧
板
鋲
留
短
甲
　
一
一領

時
代
　
古
墳
時
代
中
期

鉄
製
　
当
館
所
蔵

長
浜
市
余
呉
町

。
木
之
本
町
に
所
在
す
る
黒
田
長
山
古

墳
群
は
、
近
江
と
越
前
を
結
ぶ
北
国
街
道
を
見
下
ろ
す
丘

陵
上
に
造
ら
れ
た
古
墳
時
代
中
期
後
半

（五
世
紀
後
半
頃
）

の
古
墳
群
で
す
。
昭
和
五
二
年

・
五
三
年
に
二

一
基
の
古

墳
が
発
掘
調
査
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
紹
介
す
る
鉄
製
短
甲

が
出
土
し
た
四
号
墳
は
、
墳
丘
に
葺
石
を
も
つ
直
径

一
八

メ
ー
ト
ル
、
一局
さ
三
．
三
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
円
墳
で
し
た
。

も

っ
か
ん
じ
き
そ
う

墳
丘
中
央
で
木
棺
直
葬
し
た
未
盗
掘
の
埋
葬
施
設
二
基
が

検
出
さ
れ
ま
し
た
。
副
葬
品
は
、
南
棺
で
は
鉄
製
短
甲

一

領
、
鉄
刀
三
点
、
鉄
鏃

一
〇
〇
点
以
上
、
北
棺
で
は
棺
内

に
鉄
製
短
甲

一
領
、
鉄
剣
四
点
、
鉄
刀

一
点
、
鉄
鏃
四
六

点
以
上
、
鉄
斧

一
点
、
棺
外
に
鉄
鉾
二
点
な
ど
数
多
く
の

遺
物
が
良
好
な
状
態
で
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
南
棺
、
北

棺
と
も
に
副
葬
品
の
多
く
が
武
具

・
武
器
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
被
葬
者
は
武
人
的
性
格
の
人
物
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

古
墳
時
代
の
甲
冑
は
、
三
角
形
や
長
方
形
な
ど
の
鉄
板

を
組
合
し
て
作
ら
れ
て
お
り
、
板
同
士
の
接
合
に
は
革
ひ

も
や
鉄
製
の
鋲
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
滋
賀
県
出
土
の
古

墳
時
代
の
鉄
製
甲
冑
は
、
黒
田
長
山
四
号
墳
出
上
の
も
の

を
含
め
て

一
八
例
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
の

古
墳
時
代
前
期
の
雪
野
山
古
墳
や
瓢
箪
山
古
墳
の
甲
冑

と
、
中
期
の
新
開

一
号
墳
出
土
の
短
甲
の

一
部
は
革
を

使
っ
て
鉄
の
板
を
綴
じ
る
古
い
形
式
の
甲
冑
で
す
。
黒
田

長
山
古
墳
の
短
甲
は
と
も
に
、
横
矧
板
鋲
留
短
甲
と
呼
ば

れ
る
も
の
で
、
細
長
い
鉄
の
板
を
横
長
に
組
合
せ
、
鉄
製

の
鋲
で
板
を
固
定
す
る
古
墳
時
代
中
期
中
頃
に
海
外
か
ら

新
し
く
も
た
ら
さ
れ
た
技
術
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

時
代
、
日
本
は
大
陸
か
ら
進
ん
だ
技
術
を
取
り
入
れ
、
短

甲
に
み
ら
れ
る
金
属
加
工
だ
け
で
な
く
、
農
業
や
窯
業
や

織
物
な
ど
様
々
な
分
野
で
技
術
革
新
が
進
み
ま
し
た
。

第

一
常
設
展
示
室
で
は
、
古
い
技
術
で
作
ら
れ
た
新
開

一
号
墳
の
三
角
板
革
綴
短
甲

（レ
プ
リ
カ
）
と
黒
田
長
山

四
号
墳
の
短
甲
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
つ
の
短
甲
を

見
比
べ
て
、
古
墳
時
代
の
技
術
革
に
想
い
を
は
せ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

史
跡
　
大
中
の
湖
南
遺
跡

大
中
の
湖
南
遺
跡
は
近
江
風
土
記
の
丘
を
構
成
す
る
史

跡
の

一
つ
で
す
。
遺
跡
は
近
江
八
幡
市
安
土
町
大
中
に
位

置
し
、
旧
大
中
の
湖
と
小
中
の
湖

・
西
の
湖
と
を
区
切
る

砂
州
上
に
広
が
る
、
今
か
ら
約
二
二
〇
〇
年
前
の
弥
生
時

代
中
期
の
農
耕
集
落
で
す
。

大
中
の
湖
南
遺
跡
は
、
県
内
最
大
の
面
積
を
誇
っ
た
内

湖
で
あ
る
大
中
の
湖
の
干
拓
に
伴
い
発
見
さ
れ
、
滋
賀
県

教
育
委
員
会
が
、
昭
和
二
九
年

（
一
九
六
四
）
か
ら
三
年

間
に
わ
た
り
発
掘
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
発
掘
調
査
の
結

果
、
掘
立
柱
建
物
と
推
定
さ
れ
る
住
居
域
、
方
形
周
溝
墓

と
推
定
さ
れ
る
墓
域
、
大
区
画
に
区
切
ら
れ
た
水
田
跡
な

ど
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
農
具
を
中
心
と
す
る
多

量
の
木
製
品
も
出
土
し
ま
し
た
。
大
中
の
湖
南
遺
跡
の
調

査
成
果
は
、
稲
作
を
主
Ｌ
げ
た
弥
生
時
代
中
期
の
農
耕
集

落
の
生
活
の
様
相
を
明
ら
か
と
し
た
遺
跡
と
し
て
、
ま
た
、

全
国
に
先
駆
け
て
多
く
の
本
製
品
を
出
土
し
た
遺
跡
と
し

て
、
昭
和
四
八
年

（
一
九
七
三
）
に
は
国
，
の
史
跡
に
指
定

さ
れ
、
遺
跡
は
現
地
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

安
土
城
考
古
博
物
館
第
１
常
設
展
示
室
の
弥
生
時
代

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
大
中
の
湖
南
遺
跡
の
出
土
遺
物
や
弥
生

時
代
の
遺
跡
の
様
子
を
復
元
し
た
模
型
な
ど
を
用
い
て
、

当
時
の
集
落
で

の

一
年
間
の
生

活
や
自
然
環
境

な
ど
を
体
感
で

き
る
よ
う
工
夫

し
て
い
ま
す
。

黒
田
長
山
四
号
墳
出
上
の
短
甲

黒田長山四号墳出上の短甲

模型 :大中の湖南遺跡の復元



夏休み期間中は月曜日休館です。(8月 14日 (月 )は開館)

博

物

館

の

主

な

催

し

第68回企画展

「発 掘 され た近 江 Ⅲ靖 長・光秀・秀吉・家康の緋 」

7月 22日 (上)～ 9月 18日 (月・祝)

特別陳列 近江の遺跡発掘調査Ⅲ
「蜂屋遼跡

一法隆寺ゆかりの古代寺院一」
(望楼下〉6月 6日 (火)～ 7月 20日 (木)

9月 8月 7月

25 19
日 日

月 火

16 11
日 日

土 月

9 4
日 日

土 月

休 休 講 企 休 講 企 休
館 館 師 画 館 師 画 館
日 日 :展 日 :展 日

福 関  西 関
永 連  中 連
清 請  久 請
治 座  典 座
氏 ④  氏 ③

野 家  大 光
洲 康  津 秀
市 と  市 と
教 永  市 坂
育 原  民 本
委 御  部 軌
員 殿  文

吐

会
吐  化

文    財
化   保
財   護
保    課

覇   垂
ハ    予
要   約
予   ∨

約

28
日

月

272621 20 7 6
日 日 日 日 日 日

日 土 月 日 月 日

三 ξ
の
戦
国
史

|

智 習督  管 晉督習畠
土  土 月   日  土 火 月 月

|

あ
の
遺
跡
は
今
ｒ
Ｊ
Ｈ脅
３０

整
理
室
へ
よ
う
こ
そ
″

―
見
て
感
じ
る
考
古
学
―

遺
跡
か
ら
見
つ
か
っ
た
出
土
品
を
、
現
地
調
査
の
写
真

パ
ネ
ル
と
調
査
員
や
考
古
学
専
攻
生
に
よ
る
詳
し
い
解
説

付
き
で
見
学
い
た
だ
け
る
ほ
か
、
出
土
品
の
接
合
や
実
測
・

注
記
な
ど
の
調
査
作
業
も
公
開

。
体
験
い
た
だ
け
ま
す
。

出
土
品
や
調
査
ス
タ
ッ
フ
の
熟
練
の
ワ
ザ
を
、
ガ
ラ
ス
越

し
で
は
な
く
ぜ
ひ
目
の
前
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

さ
ら
に
、
昨
年
好

評
だ

っ
た
古
代
瓦
の

模
様
を
あ
し
ら

っ
た

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
の
色

塗
り
体
験
を
、
今
年

も
行
い
ま
す
（随
時
）
。

自
由
研
究
の
テ
ー
マ

を
お
探
し
の
方
に
は

展

示
解
説

シ
ー

ト

（受
付
で
無
料
配
布
）

が
オ
ス
ス
メ
。
ヒ
ン

ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん

で
す
。

開

催

日

時

　

間

△
ム
　　
　　
但
物

参

加

費

７
月
２９
日

（土
）
。
７
月
３０
日

（日
）

９
時
～
１７
時

当
館
回
廊
展
示

・
整
理
室

無
料

（キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
色
塗
り
体
験
の
み
参
加
費
３
０
０
円
が

必
要
）

館
内
（公
財
）滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会
調
査
課
安
土
分
室

０
７
４
８

（４
６
）
４
８
６
１

（詳
細
は
当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
）

問
合
せ
先

※博物館関連講座の会場は当館セミナールームです。

※事情により行事内容や日時・請師が変更になることがあります。最新の情報tよ 当館ホームページでご確認ください。

※講座はすべて事前申込制となつております。詳細は、電話でお問い合わせください。なお、当館ホームページおよび講座の広報チラシでもご確認できま魂

※滋賀県立安土城考古博物館は公益財団法人滋賀県文化財保護協会が指定管理をしていま丸
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